
海外安全対策情報平成２９年第１四半期（１～３月）

在ブルガリア日本国大使館

１ 社会・治安情勢及び一般犯罪・凶悪犯罪の傾向

（１）ブルガリアの犯罪発生件数は近年減少傾向にありますが，２０１５年の犯

罪発生状況を日本と比較すると，ブルガリアで強盗・窃盗被害に遭う割合は

日本の約１４倍にも上ります。

首都ソフィアでは観光名所にもなっているマーケット，バス及びトラム等

の公共交通機関でのスリや，ひったくりが多発しており，特に注意が必要で

す。

外出時には常に防犯意識を高く持ち，多額の現金を持ち歩くことは避ける

等，貴重品の管理には十分注意して下さい。

（２）暖かくなり，雪の溶けた道路ではいたるところに大小の穴が空いたままの

状態になっています。高速道路や，主要幹線道路では優先的に整備はされて

いるものの，一般道では整備が追いついていません。パンクや故障の原因と

なるので車両の運転時には前方の路面に十分注意して運転しましょう。

２ テロ・爆弾事件発生状況

テロ・爆弾事件は発生していません。

３ 誘拐・脅迫事件発生状況

邦人が被害に遭った事件は認知していません。

４ 日本企業の安全に関する諸問題

対日感情は基本的に良好で，特段の問題点は報告されていません。
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